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　大光寺獅子踊は、弘前藩４
代藩主信政公の頃、野元道
玄、猫右ェ門により再興さ
れ、衣装幕の牡丹紋と波紋の
使用、赤袴と白足袋の着用は
藩より許されたものと伝えら
れています。神威力の激しさ
を表現した震え踊りを特徴と
し、天下泰平、五穀豊穣、祖
霊崇拝、無病延命などを祈願
するものとなっています。

　岩木山の麓にりんごや花・やま
どり・さわらを背景にして、黄金
色のたわわに稔る稲穂の波と、市
無形文化財に指定されている地
元・大光寺に伝わる獅子踊りをデ
ザイン化したものです。
　天地８メートル、間口16メー
トル（西陣本織綿織仕上げ）

大 光 寺 獅 子 踊

「豊願満舞」工藤哲彦氏版画

▲ 平川市文化センターホールの緞
　帳の絵は大光寺獅子踊がモデル。

▲
（平川市指定無形民俗文化財）



［ 会 期 日 程 ］

６月８日（水）　本会議

６月９日（木）　（議案熟考のため休会）

６月10日（金）　常任委員会

６月11日（土）　（休会）

６月12日（日）　（休会）

６月13日（月）　本会議（一般質問１日目）

６月14日（火）　本会議（一般質問２日目）

６月15日（水）　（議事整理のため休会）

６月16日（木）　本会議（最終日）

　平成28年第２回平川市議会定例会は、６月８日から16日までの９日間を会期として開催されました。

　６月から始まったクールビズにより、議員、理事者ともにノーネクタイにて審議しました。

　本定例会に提出された議案は、人事案件１件、条例案１件、条例改正案２件、補正予算案３件、計画の

変更案２件、財産の取得について２件、市道路線の認定について１件、議員の派遣について２件、報告６

件の合計20件が上程されました。

　これらを慎重に審議した結果、専決第３号は起立採決の結果、原案承認となりました。その他の議案に

ついては、すべて原案同意、原案可決並びに原案承認となりました。

第２回（６月）定例会
第２回定例会（概要）
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審議 議案
人　事　案　件

●人権擁護委員に

下
しも

山
やま

　幸
さち

子
こ

　氏を同意

　人権擁護委員　下山幸子氏の任期が平成28年９月30
日をもって満了するため、再任について同意した。

条例案・条例改正案

●平川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例案

� （平成28年６月16日から施行）
　�　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準等の
改正及び建築基準法施行令の改正に伴い、平川市家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正するため。

質　疑
　問　家庭的保育事業の概要は。
　答�　平成27年度に子ども・子育て新制度により新設
された地域型保育事業のうちのひとつであり、５
人以下の少人数を対象としてきめ細やかな保育を
実施する事業である。

●指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準等の一部改正に伴う関係条例の
整理に関する条例案

　� �（平成28年６月16日から施行）
　�　指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等の一部改正に伴い、関係条例について
所要の改正を行うため。

質　疑
　問�　今回の改正の概要は。
　答�　県が指定等の権限を有していた通所介護の事業
所のうち定員18人以下の小規模な事業所について、
市が指定等の権限を有する地域密着型へと移行し
たものである。

●平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条
例案

� （平成28年６月16日から施行）
　�　企業立地の促進等による地域における産業集積の形
成及び活性化に関する法律第20条の地方公共団体等
を定める省令の一部改正に伴い、承認企業立地計画
に従って設置される施設における特例の適用期限を
延長するため。

質　疑
　問�　当市で対象となる企業は何社あるか。
　答�　県から承認された企業立地計画に基づく２社であ
る。

そ　　の　　他

●平川市過疎地域自立促進計画の変更について
　�　平川市過疎地域自立促進計画を変更するにあたり、
過疎地域自立促進特別措置法第６条第７項において
準用する同条第１項の規定により議会の議決を必要
とするため。

質　疑
　問�　碇ヶ関地域と平賀地域を結ぶバス実証運行を行っ
た後の計画について。

　答�　一定の利用者がいるのであれば、継続について検
討していきたい。

●東部辺地総合整備計画の変更について
　�　東部辺地総合整備計画を変更するにあたり、辺地に
係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措
置等に関する法律第３条第８項において準用する同
条第１項の規定により議会の議決を必要とするため。

した

第２回定例会（審議した議案）
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質　疑
　問�　東部地区デイサービスセンター新築事業の増額理
由について。

　答�　実施設計の結果、資材や人件費の高騰などにより
事業費が増加した。

●財産の取得について
　�　消防ポンプ自動車１台及び小型動力ポンプ積載車
（普通車）１台を取得するため。

●財産の取得について
　�　校務用ノートパソコン260台、ブルーレイドライブ
13台、ＵＳＢメモリ222本、ネットワーク関連機器及
びソフトウェア一式を取得するため。

質　疑
　問　校務用パソコンの配置について。
　答�　小学校９校に校務用147台、指導要録用21台、中
学校４校に校務用84台、指導要録用８台を配置す
る。

●�市道路線の認定について
　�　道路法第８条第２項の規定に基づき、市道の路線を
認定するため。

質　疑
　問　市道路線認定に至る経緯について。
　答�　個人が宅地分譲し私道として整備された道路で、
道路所有者から寄附があった。

　問　使用している戸数は。
　答�　関係戸数は５戸である。

補 正 予 算

●�平成28年度平川市一般会計補正予算案（第１
号）

　�　予算の総額から歳入歳出それぞれ２億9,158万4,000
円を減額し、総額を175億841万6,000円とする。

質　疑
　問　地域自治組織検証事業の事業内容について。
　答�　松崎小学校区を対象に平川市西地区まちづくり実
行委員会を設置し、地域の現状や課題の掘り起こ
し検証を行う事業である。

　問　コミュニティ助成事業補助金の内容について。
　答�　今年度は三町会へ補助金を交付し、テレビ、ＦＦ
ストーブ、コピー機等の備品を整備する。

●�平成28年度平川市国民健康保険特別会計補正
予算案（第１号）

　�　予算の総額に歳入歳出それぞれ162万円を追加し、
総額を46億3,705万4,000円とする。

質　疑
　問　電算システム管理等委託料の内容は。
　答�　平成30年度より、国民健康保険の保険者となる
ことが決定している県に対して提供する、保険料
の試算データ作成のために必要なシステム改修の
委託に係る費用である。

●平成28年度平川市大字大光寺財産区一般会計
補正予算案（第１号）

　�　予算の総額に歳入歳出それぞれ21万1,000円を追加
し、総額を234万6,000円とする。

報　　　　　告

●放棄した私債権の報告について
　�　時効による未収金等を放棄する。

●�専決第２号　平川市税条例等の一部を改正す
る条例

　�　地方税法等の一部改正に伴い、平川市税条例及び平
川市税条例等の一部を改正する条例を改正する必要
が生じたため。

●�専決第３号　平川市国民健康保険税条例の一
部を改正する条例

　�　地方税法施行令の一部改正に伴い、平川市国民健康
保険税条例を改正する必要が生じたため。

●�専決第４号　行政不服審査法の全部改正に伴
う関係条例の整備に関する条例の一部を改正
する条例

　�　行政不服審査法の全部改正に伴い、行政不服審査法
の全部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の経
過措置の規定を改正する必要が生じたため。

第２回定例会（審議した議案）
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●�専決第５号　平成27年度平川市一般会計補正
予算（第７号）

　�　予算の総額に歳入歳出それぞれ１億1,530万7,000円
を追加し、総額を189億9,412万3,000円とする。

●�専決第６号　平成27年度平川市国民健康保険
特別会計補正予算（第４号）

　�　予算の総額に歳入歳出それぞれ7,914万5,000円を追
加し、総額を48億1,292万6,000円とする。

●�平成27年度平川市一般会計継続費繰越計算書
の報告について

　�　平成27年度単独事業について、地方自治法施行令
第145条第１項の規定に基づき、平成27年度平川市一
般会計継続費繰越計算書を調製した。

●�平成27年度平川市一般会計繰越明許費繰越計
算書の報告について

　�　平成27年度国及び県の補助事業並びに単独事業に
ついて、地方自治法施行令第146条第２項の規定に基
づき、平成27年度平川市一般会計繰越明許費繰越計
算書を調製した。

●専決第７号　損害賠償額の決定について
　�　市道において公用車が対向車両に衝突し、運転手に
受傷させた事故による損害賠償の額を定めることに
ついて専決処分した。

●専決第８号　損害賠償額の決定について
　�　市内の石橋において公用車（車検による代車）が石
橋の縁石へ接触し、代車に損害を与えた事故による
損害賠償の額を定めることについて専決処分した。

　請願書・陳情書の書き方、留意事項は次のとお

りです。

①�　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に、

わかりやすく書いてください。

②�　提出年月日、請願（陳情）者の住所、氏名

（法人の場合は、その名称及び代表者氏名）を

書いて必ず押印してください。

③�　請願の場合は、一人以上の紹介議員が必要に

なります。紹介する議員は、署名または記名押

印をしてください。

④�　紹介議員が付かないときは陳情書としてくだ

さい。

⑤�　道路等は簡単な地図・略図・図面等をつけて

ください。

請願書・陳情書の出し方
【記入例】

平成　　年　　月　　日

平川市議会議長（氏名）　殿

　　請願（陳情）者　住　所　　　　　
　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　㊞
　　　　　紹介議員　氏　名　　　　　　　　㊞

○○○に関する請願（陳情）書

【請願(陳情)の要旨】

【理　由】

第２回定例会（審議した議案）
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平成28年（６月議会） 第２回 定例会議決一覧表
議案
番号 議　　案　　名 本　会　議 常任委員会等

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考
【人事案件】

86 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 付託省略
【条例案・条例改正案】

87 平川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例案 原案可決 教育民生 原案可決

88
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等の一部改正に伴う関係条例の整理に関
する条例案

原案可決 教育民生 原案可決

89 平川市工場等設置促進条例の一部を改正する条例案 原案可決 建設経済 原案可決 　
【その他】

90 平川市過疎地域自立促進計画の変更について 原案可決 総務企画 原案可決 　
91 東部辺地総合整備計画の変更について 原案可決 　 総務企画 原案可決
92 財産の取得について 原案可決 総務企画 原案可決
93 財産の取得について 原案可決 総務企画 原案可決
94 市道路線の認定について 原案可決 建設経済 原案可決
【補正予算案】

95 平成28年度平川市一般会計補正予算案（第１号） 原案可決 　 総務企画 原案可決

96 平成28年度平川市国民健康保険特別会計補正予算
案（第１号） 原案可決 　 教育民生 原案可決

97 平成28年度平川市大字大光寺財産区一般会計補正
予算案（第１号） 原案可決 　 総務企画 原案可決

【報告】

３ 放棄した私債権の報告について

４

専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて
・専決第２号　�平川市税条例等の一部を改正する

条例 原案承認 付託省略

・専決第３号　�平川市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例 原案承認 起立採決 付託省略

・専決第４号　�行政不服審査法の全部改正に伴う
関係条例の整備に関する条例の一
部を改正する条例

原案承認 付託省略

５

専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて
・専決第５号　�平成27年度平川市一般会計補正予

算（第７号） 原案承認 付託省略

・専決第６号　�平成27年度平川市国民健康保険特
別会計補正予算（第４号） 原案承認 付託省略

６ 平成27年度平川市一般会計継続費繰越計算書の報告について
７ 平成27年度平川市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

８
専決処分した事項の報告について
・専決第７号　損害賠償額の決定について
・専決第８号　損害賠償額の決定について

【議員派遣】

１ 議員の派遣について 原案可決 付託省略
２ 議員の派遣について 原案可決 付託省略

議決一覧表
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　議会改革の一環として、６月議会からこれまで５番議員が着席していた席を質問席としまし
た。また、９月議会からは下図のとおり、中央に専用の質問席を新たに設置しました。
　これまで一括質問方式では、質問する議員は演壇で質疑をしていましたが、６月議会からは一
括質問方式、一問一答方式にかかわらず質問席で質疑することとなりました。

一般質問の形式が
変わりました！＊ ＊
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市政に関する一般質問より
一般質問は、議員が行政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び
将来に対する方針等について質問します。ここでは内容を要約して掲載してお
ります。

１．山口　金光　議員（一問一答方式）
　１．地震防災の強化について
　２�．行政改革、財政健全化の動向（見通し、腹案）に
ついて

２．山田　忠利　議員（一括質問方式）
　１．地方創生（碇ヶ関地域）について
　２．観光について
　３．交流事業について

３．佐藤　　寛　議員（一括質問方式）
　１．消火栓の点検について
　２．長雨による土砂くずれについて
　３�．４月17日の強風による建物やハウスの被害の対応
について

４．工藤　竹雄　議員（一問一答方式）
　１�．近隣及び当市における地方創生加速化交付金につ
いて

　２．観光行政戦略について
　３．支所のあり方に関する検討課題について
　４．財政運営計画書検討事項について

５．長内　秀樹　議員（一問一答方式）
　１．若年層の政治参画意識向上について
　２．平川市地震災害対策について
　３．農業行政について

６．工藤　貴弘　議員（一問一答方式）
　１．小・中学校で実施された学力検査等について
　２．選挙投票率向上対策について
　３．防災マップ作成事業について
　４．インバウンドを見据えた観光振興対策について

７．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．本庁舎建設について
　２．猿賀小学校の校門からの進入通路について
　３．平川市介護保険総合事業について
　４�．津軽地域保健医療圏における自治体病院機能再編
成について

８．小野　敬子　議員（一括質問方式）
　１�．小・中学校における不登校について
　２．地域特産品の販売について
　３．地域活性化について

９．石田　昭弘　議員（一問一答方式）
　１�．子育て支援の充実について
　２．障がい者の就労支援について

平成28年第２回（６月）定例会　一般質問傍聴席

※６月定例会では19名の方が傍聴されました。

一 般 質 問
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１．地震防災の強化について
　問�　今後の超高齢化社会を見据えて寝室、居間等の一部空間の耐震性強化
が必要と考えるが、市長の見解は。

　答�　１部屋型の耐震シェルターの設置費用は、市内の65歳以上の高齢者世
帯数を1,500戸と想定した場合、約４億円と見込んでおり、国や県の補
助制度がないため財源は市の一般財源となる。よって、このことについ
ての全額助成はいまのところ考えていない。

２�．行政改革、財政健全化の動向（見通し、腹案）に
ついて

　問①�　行政改革における長期的な見解は。
　　②　合併特例債施設のライフサイクルコストと財源見通しについて。
　答①�　今年度に第３次行政改革大綱を策定する予定であり、次代に即した

効率的な組織・機構の見直し、公共施設等総合管理計画に基づく施設
の有効活用、事務事業の見直しによる行政資源の集中投入などを重点
的に取り組んでいきたい。

　　②�　新築・改築事業は、長期的視野に立って真に新築・改築が必要な事
業に限定し、大規模修繕事業については市民サービスに必要な施設と
して位置づけた施設のみを実施していく予定である。整備後にかかる
維持管理費は、毎年度策定される財政運営計画の中に物件費や維持補
修費として見直しをしていく。

１．地方創生（碇ヶ関地域）について
　問�　碇ヶ関の高齢者は市外に通院しなければならないため、碇ヶ関診療所
で整形外科の診療を実施できないか。

　答�　現在、医師を新たに確保することは大変困難であり、かつ採算性や診
療スペース、看護師の確保等についても検討したうえで判断していきた
い。

２．観光について
　問①�　猿賀公園のイベントとして、冬期間の誘客を促進するために雪のミ

ニ灯籠の作成やイルミネーションを設置してはどうか。
　　②　平賀駅前のイルミネーションの効果について。
　答①�　それらは他市で先行しており、それ以上の規模で開催しなければ集

客は期待できず、実施は難しいと考える。
　　②�　市内外の多くの人から好評の声を聞いており、今年度も継続して活

性化を図っていきたい。

３．交流事業について
　問①　南九州市との交流について、その経済効果と相乗効果は。
　　②　今後の取り組み方について。
　答①�　ＪＡ津軽みらいとＪＡ南さつまの間で物産の販売交流を行ってお

り、また、首都圏等での合同物産販売を通し両市の知名度を向上させ
ている。

　　②�　友好親善交流盟約を締結する際にした交流規模等の合意内容に基づ
いて交流を継続していきたい。

山口　金光　議員

山田　忠利　議員

平賀駅前のイルミネーション

一 般 質 問
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１．消火栓の点検について
　問①　消火栓の点検について。
　　②　消火栓の周りの除雪について。
　答①�　消火栓及び防火水槽は、平川消防署の協力のもと毎年２回の水利点

検を行っている。
　　②�　平川消防署、消防団において随時、除雪等を行い点検している。現

在、市内各所には消火栓が581基あり、降雪後は消防署員が巡回し速
やかに対応している。

２．長雨による土砂くずれについて
　問　道路や農地の危険箇所について、市の対応は。
　答�　道路は市民からの連絡や職員のパトロールで危険箇所を確認し、対処
している。危険箇所が道路敷地であれば道路管理者の市や県が対応し、
私有地であれば所有者に危険除去の指導をしている。農地は、所有者や
生産団体に危険箇所の把握や未然防止のための措置をお願いしている。

２�．４月17日の強風による建物やハウスの被害の対応
について

　問　被害に対する市の対応について。
　答�　一般家屋については各自、建物共済等で対応していただいている。農
業施設については、暴風警報等の発令時は原則、被害概況調査を行う。
倒壊したハウスは既存の補助事業で対応し、一部損壊、ビニールの破
損については、個々の農家で対応していただいている。

１�．近隣及び当市における地方創生加速化交付金につ
いて

　問�　津軽南地域観光「ヒト・モノ・コト」育成事業における当市の実施す
る事業内容は。

　答�　当市は通年誘客推進のため、蓮の花まつり開催事業、津軽南地域観光
コンテンツ魅力向上事業及びアプリ導入事業を実施している。

２．観光行政戦略について
　問�　今年度の予算化している観光事業名及び入込数、経済効果等の実績
は。

　答�　おのえ花と植木まつり、志賀坊まつり、白岩まつり、蓮の花まつりの
４事業で入込客数は約５万人を見込み、経済効果は5,000万円と試算し
ている。

３．支所のあり方に関する検討課題について
　問�　支所のあり方検討委員会の検討結果について。
　答�　検討結果は、尾上庁舎については支所機能を残して本庁舎へ移転する
ことが了承され、碇ヶ関庁舎では老朽化による耐震性の問題を考慮し
て、支所機能を碇ヶ関公民館へ移転することが了承された。

４．財政運営計画書検討事項について
　問�　財政運営計画に登載されている整備事業について、その検討内容は。
　答�　合併特例債の発行限度額が大幅に超過するため基金を取り崩すほかな
く、事業実施の優先順位や規模の見直しなども含め、再検討を行って
いる。

佐藤　　寛　議員

工藤　竹雄　議員

　

一 般 質 問
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１．若年層の政治参画意識向上について
　問①�　意識向上に向けた取り組み内容について。
　　②　投票率向上のため投票立会人に20歳代の若者を採用してはどうか。
　答①�　市内高等学校、小学校における選挙出前講座と模擬投票の実施、

広報へ選挙特集の掲載、また、新たな有権者へリーフレットを配付
し周知を行った。

　　②�　高い啓発効果が期待されるため、20歳代の３人の選任を予定して
いる。

２．平川市地震災害対策について
　問①�　内陸活断層による被害想定と地震ハザードマップについて。
　　②　防災に対する市民教育について。
　答①�　当市には津軽山地西縁断層帯南部が存在しており、今年度作成の

ハザードマップにゆれやすさ、危険度、避難場所のほかにＡＥＤ設
置場所と断層の位置を表示し、各世帯に配布する予定である。

　　②�　市内各地域に自主防災組織の立ち上げを広く進めており、配備し
た防災資機材を活用する訓練を実施して防災意識を高めている。

３．農業行政について
　問①�　りんごの防風網張替整備事業について。
　　②　バイオマス産業都市構想について、市の考えは。
　答①�　総事業費は平成27年度実施分までで1,105万629円、実施延長は延べ

2,977ｍで、防風網のカバー率は、市内りんご栽培面積の17.1％である。
　　②�　当構想の策定は推進協議会を設立して検討しており、今後は構想

書を策定し、国の選定を受けるため７月８日までに提案する予定で
ある。

１�．小・中学校で実施された学力検査等について
　問�　弘前市の小・中学校で知能学力検査の答案用紙が焼却、紛失された
事件で、業者のみならず行政にも批判があった。平川市教育委員会の
今後の対応は。

　答�　業者には経緯の報告書、防止対策及びマニュアルの提出、校長会で
は検査実施時点の用紙の確認をこれまで以上に行うことを指示した。
保護者には当市では問題は発生しておらず、未然防止策を講じていく
ことを周知する予定である。

２．選挙投票率向上対策について
　問�　二つの市内県立高校に移動期日前投票所を設置する考えは。
　答�　検討すべき取り組みと捉えていたが、年齢及び住所要件により投票
できる生徒が限定的で、かつ高等学校で投票する者を生徒のみに制限
することができないという防犯面での懸念もあり、設置を見送ってい
る。

３．防災マップ作成事業について
　問①�　防災マップと避難所アプリとの連携について。
　　②　近隣市町村と連携した防災マップの必要性について。
　答①�　多額な費用が予想されるため、補助事業を活用して取り組みたい。
　　②�　現在、２市１村で展開している津軽南地域観光事業において、観光施設等に避難所やハザード

マップを加えた情報提供システムを検討している。

４．インバウンドを見据えた観光振興対策について
　問①�　近隣市町村との連携について。
　　②　インバウンド向けのソフト・ハード両面での環境整備について。
　答①�　黒石市、田舎館村と共同し、るるぶ津軽南の冊子の製作、首都圏での誘客ＰＲを実施している。
　　②�　多言語表示化、バリアフリー化、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備を予定している。

長内　秀樹　議員

工藤　貴弘　議員

一 般 質 問
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１．小・中学校における不登校について
　問①�　現在の状況について。
　　②　対策について。
　答①�　欠席30日以上の不登校児童生徒は、平成25年度では小学生５名、

中学生16名、平成26年度では小学生２名、中学生22名、平成27年度
では小学生２名、中学生26名である。

　　②�　支援として適応指導教室を開設しており、実績としては、中学校３
年生３名が高校に進学している。

２．地域特産品の販売について
　問①�　都内の主な拠点での販売実績について。
　　②　推奨品の営業活動について。
　答①�　トップセールスや物産展へ積極的に参加し、自社商品の営業活動を

行う事業者には出展経費の一部を助成している。
　　②�　首都圏等で販売促進活動を行う事業者に営業活動や販路開拓への協

力、市役所を訪れる市外からの来客には飲み物等の特産品を提供し
ている。

３．地域活性化について
　問�　自然葬（樹木葬）の提案について。
　答�　法律では墓地として認可された場所に埋葬することになる。葬儀の価
値観や家族環境の変化から需要が高まりつつあるが、当市では市民か
ら自然葬についての要望等はなく、整備に対する費用対効果が望めな
い。

１�．本庁舎建設について
　問①�　プロポーザル方式（設計者選定）採用のメリット、デメリットは。
　　②　境界の確定測量の必要性は何か。
　答①�　発注者、設計者の手間と費用が少なく、設計作業に発注者の意見

や要望が反映しやすいが、公平性や透明性を保った評価基準の設定
は難しい。

　　②�　庁舎、水路敷の位置や面積を正確な図面で把握し、また、市と隣
地所有者が両者立ち会いのもとで境界確認する必要があるため。

２．猿賀小学校の校門からの進入通路について
　問�　隣地の保育園が保護者の車で込むため、小学校児童の安全確保対策
は。

　答�　通路２箇所に注意喚起の看板を設置し、交通安全教育を開催して安
全な歩行や道路の横断等を指導している。

３．平川市介護保険総合事業について
　問�　市の考え方と準備状況について。
　答�　通所型は今年度から複合プログラム事業を予定しており、訪問型は現行サービスを総合事業に移行
予定である。また、事務フローの整備、システム改修、要綱制定等の準備をしている。

４．津軽地域保健医療圏における自治体病院機能再編成について
　問�　平成26年３月に発足した津軽地域保健医療圏自治体病院機能再編成推進協議会における中核病院
等の再編成計画の進捗状況は。

　答�　県の地域医療構想と整合性を図る必要があるため、協議は平成27年度から休止状態である。

齋藤　律子　議員

小野　敬子　議員

一 般 質 問
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１．子育て支援の充実について
　問①�　当市の待機児童問題について。
　　②　休日保育を実施している施設の数と利用者数は。
　　③　平成28年度に休日保育加算認定の申請をする施設の見込みは。
　　④�　中学校学区単位ごとに休日保育加算認定施設を設置、拡充する考

えは。
　答①�　本年４月現在、入所定員1,252人に対し入所児童数は1,087人で、待

機児童は発生していない。
　　②�　市内13施設のうち７施設で実施し、延べ利用児童数は1,259人であ

る。
　　③�　事前の調査では新規の申請はない。
　　④�　事業を提供する施設側の事情もあることから、現段階では難しい。

２．障がい者の就労支援について
　問①�　障がい者の雇用状況について。
　　②　就労継続支援事業所の利用状況について。
　　③　障がい者就労施設等で働く障害者の自立支援について。
　答①�　市内で従業員が50人以上の企業は17社あり、障害者の平均雇用率

は約2.27％、当市役所では法定雇用率2.45％となり、基準を満たして
いる。

　　②�　市内の就労継続支援Ａ型事業所はゼロ、就労継続支援Ｂ型事業所
は３箇所あり、Ｂ型事業所の市民の利用者は合計36名である。

　　③�　地方自治体が直接工賃を上げるという手立てはないが、当市では
優先調達方針を定め、障害者就労施設等からの受注機会の拡大を
図っている。

　平成28年５月31日に行われた第92回全国市議会議長会定期総会において、市議会議員として永きにわたって市政
の発展に尽くされた功績により、５名の方が表彰されました。また、田中友彦議員、佐藤　雄議員は正・副議長歴４
年以上、または８年以上により表彰されております。

田　中　友　彦　議員

� （在職15年以上、議長歴４年以上）

佐　藤　　　雄　議員� （副議長歴８年以上）

齋　藤　律　子　議員� （在職15年以上）

齋　藤　英　仁　議員� （在職14年以上）

葛　西　清　仁　議員� （在職10年以上）

石田　昭弘　議員

全国市議会議長会

議　員　表　彰

一 般 質 問
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　平成28年７月29日（金）、市内９校の小学生の代表18名が議員及び市理事者として子ども議会を体験することによ
り、行政や市議会の仕組みについて学習し、平川市の将来の「まちづくり」に関心を深める機会を創出することを目
的に、平川市議会議場において子ども議会が開かれました。
　児童の自己紹介と市長あいさつののち、児童は議員席、理事者席に分かれ、緊張しながらも大人顔負けに将来の平
川市への思いへの一般質問や答弁を行っていました。また、終わりに子ども議会議員全員による住みよいまち、暮ら
してみたいまちづくりに関する決議が出されました。

　私たち、平川市子ども議会議員は、住みよいまち、暮らしてみたいまちづくりを目指し、次のこと

を決議します。

　一、一人一人がマナーを守り、安全で環境の良い平川市を目指します。

　一、平川市の自然や文化を大切にし、市民全員で魅力あふれる平川市を目指します。

　一、食生活に気を付け、運動を楽しむ健康で元気な平川市を目指します。

　一、平川市の素晴らしさを全国にＰＲし、人が集まる平川市を目指します。

平成28年度 平川市子ども議会

子ども議会

14



●研修視察期間
　平成28年６月29日（水）～７月１日（金）まで

●研修目的と視察先
　１．議会改革について（広島県府中市議会）
　２．新庁舎建設について（香川県観音寺市議会）

●参加議員（誠心会）
　桑田公憲、工藤貴弘、福士　稔、長内秀樹、佐藤　保、葛西清仁、山田忠利、工藤秀一　（計８名）

●所感

◇府中市・議会改革について
　府中市の議会改革は条例先行型ではなく、これ
まで取り組んだことを条例化することにより、更
に進化・発展する改革先行型の議会である。
　一般質問において、答弁のない理事者の出席を
求めないとしており、部局が分散している当市に
おいては、無用な拘束を省くために取り入れても
良いのかもしれない。
　情報公開については、生中継と録画配信を実施
しており、より多くの議会の動きを市民に発信し
ている。当市も情報公開の観点とかねてからの市
民の要望から、ネット中継機能の強化を推進して
いくのが実際的であると考える。

◇観音寺市・新庁舎建設について
　観音寺市の新庁舎は、ワンフロアサービスによ
る住民サービスの向上、ユニバーサルデザイン、
防災拠点機能、省エネルギー対策と時代に即した
設計であり、新庁舎に部局を集中したことによ
り、事務作業の効率向上と通信費の削減に繋がっ
ているとのことであった。そのほか急患の移送の
ためストレッチャー対応のエレベーターや授乳
室、視覚・聴覚・身体障害者や市民に優しい設計
が目を引き、是非とも当市の新庁舎にも取り入れ
てほしい要素があった。

議員研修視察報告

議員研修視察報告
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●研修視察期間
　平成28年７月６日（水）～７月８日（金）まで
●研修目的と視察先
　１．定住促進について（鳥取県鳥取市議会）
　２．新庁舎視察について（兵庫県太子町議会）
●参加議員
　（活政会）　 齋藤政子、田中友彦、小野敬子、大川　登、佐藤　寛
　（新風の会）石田昭弘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（計６名）
●所感

◇鳥取市・定住促進の取り組みについて
　鳥取市は平成18年に鳥取市定住促進・Ｕターン相談
窓口を開設し、移住政策を展開した。以来、平成28年
６月30日までの窓口対応述べ件数11,954件、相談登録
者数3,268世帯、移住者数1,017世帯、1,996人の実績が
ある。
　移住定住までの大まかな過程は、①首都圏、関西圏
に移住相談ブースを設け、田舎暮らしセミナーを開
催、②鳥取市お試し定住体験（９施設）。そして、③
仕事・住まいを決めて、町内会に挨拶をして地域に溶
け込むというものである。
　研修で何より心を打ったのが、移住定住を決めた多
くの方が相談員の人柄で移住定住を決めたことであ
る。様々な制度や施策は必要であるが、根本にあるも
のは受け入れ側の人となりであり、優しさ、思いや
り、親切な心、時には厳しさなど、相手の立場に立っ
て考えることが移住の決め手となったと聞かされ、認
識を新たにした。

◇太子町・新庁舎視察について
　新庁舎は平成27年９月24日に開庁。中心の交流広場
を囲むような形で行政棟、議会棟、交流棟の３棟で構
成されている。交流する人々の居心地の良さを追求し
た、役所とは思えない“つくり”と“たたずまい”に
驚かされた。
　行政棟の事務スペースは住民サービス及び事務がス
ムーズになるように、縦と横のラインの動線が確保さ
れていた。議会棟の議場は、机・椅子が可動式であ
り、交流広場に面する側が全面ガラス扉になってい
て、外からも議会の様子を見ることができた。交流棟
は１階に交流ラウンジ、外に街道交流広場があり、住
民の憩いの場となっている。災害時には災害対策本部
を設置し、防災・避難拠点としての機能も有する。
　今回の視察を通して、当市の新庁舎建設に参考にな
る点が数多くあった。これまでの固定観念を変える有
意義な視察となった。

議員研修視察報告

▲　定住促進について説明を受ける議員 ▲　太子町役場　新庁舎と議員

議員研修視察報告
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●調査期日

　平成28年７月19日（火）

●調査場所

　東部地区デイサービスセンター新築事業現場

　切明橋橋梁改良事業現場

　井戸沢橋橋梁改良事業現場

　大木平集会所改築事業現場

●調査目的

　東部地区辺地事業の概要調査のため

●出席委員

　大川　登　葛西清仁　佐藤　雄　工藤竹雄

　石田昭弘　山口金光　工藤貴弘

●説明者

　高齢介護課課長、課長補佐

　土木課課長、管理係長

　平賀公民館長、公民館係長

●委員長所感（要約）

　①東部地区デイサービスセンター新築事業

　�　休憩場所、リハビリ場所、食堂が一体となってお

り、確かに狭く豪雪による劣化が激しい。施設の向

かいに旧保育所の敷地があり、そこを建築場所にす

ることは経済的にも最善と思える。

　②切明橋、井戸沢橋橋梁改良事業

　�　切明橋については、現地を視察したが伸縮目地の劣

化が激しく、改良の必要性を感じた。井戸沢橋につ

いては、切明橋とは比較できないほどの痛みようで

あった。伸縮目地はもちろん、橋台から主桁、橋梁

上部に至るまでの全面補修が必要と認識した。

　③大木平集会所改築事業

　�　昭和46年に建築された旧大木平小中学校を集会施

設として利用しており、老朽化が激しく取壊しのう

え改築をすることとしている。戸数は15世帯41名と

少ないが、そこに生活している人から見れば必要な

コミュニティ施設であることは間違いなく、地域住

民のために必要と思われる。

総務企画常任委員会
所管事務調査報告

▲　デイサービスセンターで説明を受ける議員 ▲　井戸沢橋にて改良箇所を確認する議員

所管事務調査報告
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　次の３市が、当市へ行政視察に訪れました。

◆京都府亀岡市議会議員研修（３名）
　日　　時：７月20日（水）
　研修目的：ふるさと納税について
　説 明 者：総務部総務課課長補佐、行政係長

◆長野県伊那市議会議員研修（６名）
　日　　時：７月27日（水）
　研修目的：教育行政全般について
　　　　　　⑴中学生国内派遣事業について（事業内容や経過、予算等について）
　　　　　　⑵平成の寺子屋事業について（事業内容、経過、成果等について）
　　　　　　⑶その他教育関連事項等
　説 明 者：平賀公民館館長補佐、係長

ようこそ 平川市へ
ようこそ 平川市へ
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◆三重県四日市市議会議員研修（８名）
　日　　時：７月28日（木）
　研修目的：共通投票所について
　説 明 者：選挙管理委員会事務局長、係長

　　を　　　しませんか議会 聴傍
★定例会は３月・６月・９月・12月に行われます★

インターネットでも議会の模様を配信中！

詳しくは議会事務局まで　電話（0172）44－1111（内線1511）

※生中継です。録画はありません。
URL：http://www.ustream.tv/

　市のホームページよりアクセ
スできます。視聴方法や議会
の日程等も掲載しておりますの
で、是非ご確認ください。

？

平成27年平川市議会傍聴者実績 （単位：人）

期　　　　間
傍聴者数

平川市内 平川市外 計
第１回定例会 ３月３日～３月16日 14 6 20
第２回定例会 ６月４日～６月12日 20 2 22
第１回臨時会 ８月３日 2 0 2
第３回定例会 ９月４日～９月18日 36 1 37
第２回臨時会 10月29日 1 0 1
第４回定例会 12月３日～12月11日 25 0 25
合　　計 98 9 107

� （傍聴者数はのべ人数です。）

ようこそ 平川市へ
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＊議会の動き＊
６月	 １日	 平川市食産業振興センターオープニングセレモニー

	 	 に議長出席

	 ２日	 議会運営委員会

	 〃日	 議会広報特別委員会

	 8～16日	 平成28年第２回定例会

	 ９日	 第39回黒石警察友の会通常総会に議長出席

	 12日	 東京津軽平川会10回記念総会に議長出席（東京都）

	 16日	 第４回議会改革推進委員会

	 〃日	 平川市防犯協会通常総会に議長出席

	 22日	 平成28年度平川市物産協会総会懇親会に議長出席

	 26日	 第21回平川市たけのこマラソン大会に議長ほか出

席

	 〃日	 平成28年度平川市防衛協会通常総会に議長出席

	 28日	 第５回議会改革推進委員会

　29日～

	 7月1日	 広島県府中市、香川県観音寺市に議員視察研修

	 30日	 第11回高齢者軽スポーツ大会に議長出席

	 〃日	 第10回弘南鉄道活性化支援協議会総会に議長出席

７月	 １日	 平成28年度国道７号整備促進期成同盟会総会並び

に津軽地域河川・道路整備意見交換会等に議長出席	

（弘前市）

	 ４日	 (株)アップルランド南田温泉りんご大観音像奉賛会	

総会に議長出席

	６日～８日	 兵庫県太子町、鳥取県鳥取市に議員視察研修

	 ７日	 平成28年度平川市「青少年の非行・被害防止全国

強調月間」及び「社会を明るくする運動」に副議長

出席

	 11日	 平成28年度国道454号整備促進期成同盟会要望活

動に議長出席（青森市）

	 17日	 第60回平川市連合獅子踊保存会巡回競演大会に議

長出席

	 　〃日	 碇ヶ関地域活性化推進協議会総会に議長出席

	 19日	 総務企画常任委員会所管事務調査

	 〃日	 第６回議会改革推進委員会

	 〃日	 第71回市町村対抗青森県民体育大会平川市選手団

結団式に議長出席

	 20日	 京都府亀岡市行政視察に議長、事務局長出席

	 21日	 平成28年度津軽南市町村議会連絡協議会第１回定

期総会に正副議長、事務局長ほか出席（田舎館村）

	 23日	 尾上地域駅前通りにぎわい創出事業「おのえ夜店ま	

つり」に副議長ほか出席

	 24日	「北限に観る蓮の花まつり」開会式に副議長ほか出

席

	 27日	 長野県伊那市行政視察に議長、事務局長出席

	 28日	 三重県四日市市行政視察に議長、事務局長出席

	 31日	 第71回市町村対抗青森県民体育大会解団式に議長

出席

	 	

８月	 ２日	「平川ねぷたまつり2016」開会セレモニーに議長出

	 	 席

	 ３日	「平川ねぷたまつり2016」表彰式に議長出席

	 ５日	 第43回おのえねぷた祭り表彰式に議長出席

	 ８日	 大相撲平川場所先発親方と巡業に関する最終打合せ

	 	 会に議長出席

	 15日	 碇ヶ関御関所祭りに議長ほか出席

	 16日	 第７回議会改革推進委員会

	 〃日	 平川市出身「西谷匡史氏所属追手風部屋一同」歓迎

	 	 会に議長出席

	 17日	 平川市市制施行10周年記念事業平成28年夏巡業

「大相撲平川場所」に議長出席

	 18日	 平成28年度平川市戦没者追悼式に議長ほか出席

	 19日	 議会広報特別委員会

	 27日	 平成28年度平川市土砂災害防災訓練に議長ほか出

席

	 29日	 議会運営委員会

	 〃日	 議会広報特別委員会

平成28年

　人間の進化の過程には、病気や障がいを持つ人が必要なのだと
いう考え方がある。
　病気や障がいを引き受けた人がいるからこそ、健康な人が存在
する。私たちはそのことに気づくべきではないか、ということで
ある。
　「病気や障がいの遺伝子を含めた遺伝子の多様性」こそが人間
の優秀さを生む源泉となっているのだという。
　奇跡的ともいえる確率のもとで一個の人間の命が誕生する。そ

の命の尊さに変わりはない。自分に与えられたかもしれない障が
いの遺伝子を、たまたま受け取って生まれてきた人がいる。その
人に快適な生涯を送れるように配慮することは、健康に生まれた
ものの当然のつとめだという。
　このような考え方を幼少の頃から教え込んでいく必要があるの
ではないだろうか。
　弱者と言われる障がいを持った人たちから私たちは、多くの大
切なことを学ばせてもらっている。� （小野　敬子）

◆◆◆ 編 集 室 から ◆◆◆

「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した

再生紙とインクを使って印刷しています。

議会の動き

20


